
   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちが集中して聴く姿、絵をじっと見る真剣な表情、楽しい場面でぱっと広がる笑顔の花、

そして、お母さん方が、キューサインを使って、表現豊かにお話を読む姿が印象的でした。お母さ

ん方の読み聞かせは、子どもたちにとって、最高の贈り物となりました。 

御協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼津聴覚特別支援学校 

幼稚部   

令和 5年度 冬号 

５５年 12月 20日（火） 

読み聞かせは 絵本の世界を子どもと共に楽しむ 大切な時間 

秋の読書月間を振り返って 

お母さんが選んだ 今年の一押し 読み聞かせの本                   パ

パンダ銭湯   おんがくたい くまちゃん  ぜったいにおしちゃダメ！    

ねこのラーメンやさんおむすびころりん  ふみきりかんかんかーん」 

おばけのてんぷら  ぞうくんは いちねんせい 

 

お母さん方の読み聞かせ  

先生方が選んだ 今年の一押し   読み聞かせの本 

おふろ はいる？         せんろはつづく まだつづく 

サンドイッチ             ちいさなくれよん 

 

これはこまる ちぢこまる   ももたろう 

先生たちの読み聞かせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵本シールを手がかりに、 

お話の内容を家族に話す  

ようになりました。 

 

絵本は  美しい言葉、 優しい言葉、 あたたかい言葉、 品位のある言葉、 響きや  

リズムのある楽しい言葉が たくさんつまった宝石箱 

絵本は  知らない言葉の意味も  『絵や色』でイメージできる世界            

絵本は  優しさ、誠実さ、気遣い、思いやり、生きる知恵、常識、道徳心、教養、正義感

判断力、勇気、行動力、想像力、感受性・・・。 

 『絵本にまさる教材なし』  幼児期に育てる大事な要素が全てそろっています。 

 

 

 

保護者教室  読み聞かせは、子どもの心を育てるためだけではありません。 

 大人の心も癒してくれる時間。 『疲れている心』、『痛みのある心』、『悲しんでいる

心』の傷口をやさしく治してくれる、『心のくすり』。  自分のためにも読みましょう。 

   

 

 親子で 絵本に親しむ生活をこころがけてくださったことで 全員が  

『絵本とのかかわりが広がり、成長を感じる』と、回答してくださいました！ 

ありがとうございます。 

 

絵本の読み聞かせ 保護者アンケートより 

 

 

わからない言葉があったら 

親に聞いたり調べたりする

ことが増えました。 

 

自分から 「読んで！」と 

言うようになりました。 

 

自分で絵本を音読するよ

うになりました。 

 

お話の時間の日に、登場

人物や物語の説明をして

くれるようになりました。 

 

図鑑が好きで、よく読んで

います。知っているこ

とが増えました。 

 

好きな絵本を

たくさん読むよう

になりました。 

 

絵本と同じものを

見つけて教えること

が増えました。 

 

絵本の中の好きな

フレーズを日頃から

口ずさむようになり

ました。 

 


